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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2022-2023年度クラブ方針 

「行動を起こして徳を積む」 

菅原君：手島さん、卓話楽しみにしています。 

辻君：手島さん、本日の卓話楽しみにしています。 

手島君：本日卓話させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

橋爪(誠）君：手島さん、本日の卓話ご苦労様です。残暑

厳しいですね。会員の皆様、夏バテお気をつけ下さい。 

   

      

         〔例会運営小委員会 上野山（捷）委員長〕 

本日の会員数２６名 

（出席規定免除会員８名） 

出席会員２１名 

（出席規定免除会員６名） 

 

〔井上会長〕 

 先日、テレビ和歌山の「あのじゅー

よー」という番組の取材を受けました。 

アナウンサーの山田さんとアシスタント

の井口さんと楽しい会話をしました。内

容は、30年ほど前のテレビ和歌山に

残っていた、当社の年末風景を取材し

た映像を見てあのじゅーよーと話するも

のでした。 

 今は亡き先代も映っていて、当時が懐かしく感慨深いも

のでした。製造機械は入れ替えもありますが、新しい機械

も同型で又、製造方法もほとんど同じで商品アイテムが

少々入れ替わってるぐらいでした。 

 大きく変わっていたのは人間で、みんな若いです！もち

ろん私も映っていました。髪の毛は今より多く、眼鏡は金

色で、顎は尖がっていて、頬はこけ気味で服はダボダボで

した。勿論、おなか周りは今よりも20センチ以上細く

シュッーとしていました。 

 今日の卓話は手島さんです、よろしくお願いします。 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第３０１４回例会） 

令和４年８月２５日(木）  

〔井上会長〕 

 

 

               〔親睦活動小委員会 辻委員長〕 

ビジター：凌 文彪君（米山奨学生） 

 

 

 

 

 

〔橋爪（誠）SAA〕 

井上君：まだまだ暑いですね。みなさん、ご自愛下さい。

手島さん、本日の卓話よろしくお願いします。 

上野山（栄）君：手島さん、興味深いお話、ありがとうござ

います。凌君、体調大丈夫ですか？ 

上野山（捷）君：手島様、お忙しいところ、本日の卓話あり

がとうございます。 

脇村君：手島さん、本日の卓話よろしくお願いします。 

岩本君：手島様、本日の卓話楽しみにしています。 

松村君：手島所長様、工場の国内回帰傾向に期待してい

ます。お話し楽しみにしています。 

中元君：手島さん、本日の卓話楽しみにしています。よろ

しくお願い致します。 

木本君：手島所長、本日の卓話宜しくお願い致します。 

児嶋君：手島政嘉君、本日の卓話よろしくお願いします。 

  令和４年９月１日 第３０１５回 

・クラブ・フォーラム 

      

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

  令和４年９月８日 第３０１６回 

・外部卓話：上野山喜之氏（三洋住宅代表取締役） 

 「家造り４０年、これまでとこれから」 

・ソング：「それでこそロータリー」 
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米山奨学金授与  

ビジターの紹介  

井上会長より 

凌文彪君に 

8月分の米山奨学

金が授与されま

した 



２ 

会員増強・新クラブ結成推進月間 

今回の卓話ですが、諸事情のため対面式以外は最初の

自己紹介のみとなります。ご理解とご協力をお願いしま

す。もしYoutubeやDVD方式の例会開催がなかったら、こ

ういった条件は皆無で、卓話は30年前と同じです。 

 次週は会員増強のためのフォーラムを予定していま

す。会員増強は当クラブにとって最重要課題と考えてい

ます。嶋田会員は会員増強の障害になっている条件を

探し出そうと考えてくれています。 

 是非、一言でもいいです。みなさんからのアドバイスを

フォーラムで、対面式以外の方法で参加される場合は、

メール、FAX、手紙などツールは問いません、発言してく

ださい。 

 

〔上野山（栄）幹事〕 

1.前期の人頭分担金の支払い済みです。 

2.地区より 

・2022-2023年度 地区大会記念ゴルフ大会開催のご

案内・実施要項が届く。 

 10月18日 場所：有田東急ゴルフクラブ 

 参加希望の方は事務局までお願いします。 

・2580地区 RI公認の親睦団体であるロータリー囲

碁同好会（GPFR／Go Playing Fellowship of Rotari-

ans）主催の「第20回記念ロータリー全国囲碁大会」

が11月5日（土）に、東京・市ヶ谷の日本棋院本院

で開催されます。碁盤を通じて国際交流と親睦を

図る会ですので、クラブ内の囲碁好きの会員皆様

に参加を呼びかけて頂きますよう、ご案内をお願

い申し上げます。とのことです。ご興味ある方は

事務局までお願いします。 

・地区大会における表彰事項および物故会員のお伺

いが届く。 回答しました。 

3.米山梅吉記念館より館報の秋号が届く。 

 公益財団法人米山梅吉記念館賛助会員の募集。 

 年間3,000円です。 

 全国一人100円募金も継続中です。 

 秋季例祭９月１７日の参加申込書が届く。ご興味

ある方は事務局までお願いします。 

4.和歌山県福祉保健部より 令和4年度麻薬・覚醒

剤・大麻乱用防止運動の実施についての案内が届

く。 

5.国際ロータリー第2570地区 パスポートRC より

オープン例会の案内が届く 回覧 

6.例会変更 後方掲示 

 

 

 

   

  会員 

   手島 政嘉 君 

 

 

 

「ENEOSのカーボンニュートラルへの取り組みと 

       和歌山製油所の事業所化について」 

[国内石油需要動向] 

和歌山製油所の原油処理停止決定となった背景として、

国内石油需要動向の説明があった。国内のエネルギー

供給における石油の割合は、1970年代の約70％から足

元は30％代迄低下、今後もさらに低下する見込み。また

電源別電力量における石油火力の割合も、1980年代の

約50％代から足元は5％程度迄低下。 

国内の石油需要について、過去最大であった年は1999

年の約2億5千万KL、2021年は約1億5千万KLであり、

ピーク時に対し約40％減少しており今後もこの傾向は続

く見込み。 

世界的な脱炭素の動き、原油価格の高騰、省エネの進

展、少子化・人口減少等の状況下、国内の石油需要減

少に伴い、国内の製油所数も減少している状況。1980年

代には国内に40か所以上の製油所があったが、2022年

度末時点で21か所迄減少している。残念ながら和歌山

製油所は2023年10月に原油処理を停止する判断に至っ

た。また出光系の西部石油(株)山口製油所も2024年3月

に原油処理を停止予定。 

 

[ＥＮＥＯＳにおけるカーボンニュートラルの取り組み] 

2020年に示された国のカーボンニュートラル方針と同様

に、ＥＮＥＯＳにおいても2050年度カーボンニュートラル

実現を目指すこととしており、直近2030年度までに2013

年度対比ＣＯ２排出量を46％削減する目標としている。

カーボンニュートラルに向けた目指す事業像として、ＣＯ

２フリーの電気・水素・燃料を中心としたエネルギーのサ

プライチェーン構築を進めていく予定。ＣＯ２フリー水素

サプライチェーンは海外からのブルー水素他を有機ハイ

ドライド・液化水素などの形で輸入し、国内ユーザーへ水

素供給を想定。将来のカーボンニュートラルに必須とな

るCCS（ＣＯ２回収・貯留）技術の取り組みも加速する。 

 

[ＥＮＥＯＳ和歌山製油所の概要および事業所化につい

て] 

（製油所概要） 

1941年 操業開始、2017年 ＪＸエネルギーと合併し、ＪＸＴ

Ｇエネルギーへ。2020年 ENEOS(株)へ社名変更。2022

年6月現在の従業員数は466名、製油所長以下5部門

（製油・工務・技術・環境安全・事務）の組織体制。現在

の原油処理能力は127.5千バーレル／日。ガソリン・灯

油・軽油などの燃料油の他に、パラキシレンなどの石油

化学製品、潤滑油の製造を行っている。 

（事業所化への移行準備） 

2023年10月の原油処理停止後、事業所（仮）への名称

変更を予定。事業所化後、先ずは製油所内のタンク・配

管・精製設備内に残る大量の危険物を除去する工事（無

害化工事）を予定。現時点で無害化工事期間として約

3．5年を想定している。 

現在、事業所化後の新規事業についても鋭意検討して

いる。現時点で確定したものは無いものの、有田の地で

新規事業を実現できるよう、また早期に情報を提供でき

るよう進めていきたい。 

 

 

 幹事報告  

 卓 話 

閉会・点鐘 〔井上会長〕 


